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３．事業実施にあたっての専門性やノウハウ 

井上豊久：福岡教育大学教授。行政などが実施する実態踏査にも関わる。 

当会の８年間の実態調査・因子分析の責任者。（宗像市在住） 

清川輝基：1964年ＮＨＫ入局。ＮＨＫ社会報道番組ディレクターとして海外

取材番組「教育の時代」、ＮＨＫ特集「警告！！子どものからだは

蝕まれている！」「何が子どもを死に追いやるのか」など、教育問

題、子どもをテーマに取り上げた特集番組も多く手がけた。報道

局首都圏部長、報道局次長を経て長野オリンピック開催を機に長

野放送局長就任。現在、NPO法人子どもとメディア代表理事、NPO

法人ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝ支援ｾﾝﾀｰ代表理事、「子ども白書」編集委員、日本

小児科医会子どもとメディア対策委員会顧問。ＮＨＫ放送文化研

究所研究アドバイザー。 

     これまでの多様な経験と様々な分野の専門家とのネットワークで

当会の８年間の実態調査・因子分析に関わる。（長野県在住） 

 

事業スケジュール 

 第 1四半期

４～６月 

第２四半期

７～９月 

第３四半期 

10～12月 

第４四半期

１～３月 

①実態調査事業 
アンケート

準備 

アンケート

準備 

アンケート

調査・入力 

分析 

報告書作成

②プログラムづく

り事業 
準備 

プログラム

開発 

プログラム

開発 

プログラム

検討 

③人材養成事業 準備 
第１～4回

養成講座 

第5～8回 

養成講座 

第9～10回

養成講座  

 

地域や他団体との連

携 

１．実態調査の入力作業・データ分析において、福岡教育大学井上研究室に協力を

依頼する。 

２．団体会員として加盟しているＮＰＯ法人子どもＮＰＯセンター福岡と、子どもの現状

についての情報交換を行う。 

事業の展望及び今後

の活動展開 

１.実態調査については、今回の共働事業をスタートとして、福岡市における子どもに

関わる諸課題を解決するために、経年調査を実施する。 

２．人材養成については、地域から裾野を拡げていく。 

３．子どもたちの発達環境全体に視野を広げ、「子どもの最善の利益」をはかる立場か

ら、子どもの権利条約の実現をめざす市民・ＮＰＯとの交流・連携を大切にしていく。

 




